	大阪府河川整備審議会　令和２年度第１回治水専門部会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	令和２年11月13日　金曜日　午後4時00分から午後6時00分まで
OMMビル　グラン102

	（吹田市　千代延氏）
発言内容
　淀川水系河川整備計画の検討段階、当時は淀川整備流域委員会に活発に行われていましたが、その平成２０年当時、大阪府は大戸川ダムについて優先度は低いとの判断をしています。その判断を変えるには当時の状況と何が変わったのかを明らかにすることが必要かと思います。一方、ここ数年、想定外の大雨が降りだし、洪水被害が頻発化、激震化していること、またそれを受けて、国土交通省の流域治水への方針転換、今年７月にありましたね、があったこと、これらはいずれもダムの限界を示すことであっても、ダムの必要性が高くなったことを示すものでは決してあり得ません。大阪府がここ数年の状況変化を踏まえて、当時の判断を再確認するべきだと思います。
意見記入用紙に書かれた意見
〈質問〉

1． 今回の審議会の資料はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

理由：本日の資料はすべて近畿地整の資料をなぞったもの。これではいくら審議を重ねても、近畿地整の結論と同じになる。大阪府としての効果検証のための独自の資料を出してもらいたい。
2． 今回の審議の内容はわかりやすかったですか？

１．わかりやすかった　２．わかりにくかった　３．その他

理由：想定外の大雨(超洪水)の場合の大戸川ダムの効果についても審議を是非してもらいたい。雨は想定内で収まるとは限らない。(線状降水帯という雨はどこでも起こりうる。




